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自己紹介
新田信行 開智国際大学客員教授

一般社団法人ちいきん会代表理事

日本ファンドレイジング協会アドバイザー

全国レガシーギフト協会理事

全国こども食堂支援センターむすびえ顧問

ちばのＷA地域づくり基金顧問

寺子屋新田塾主宰 等

1956年 千葉市出身

1981年 一橋大学法学部卒業、第一勧業銀行（現 みずほ銀行）入行。

コンプライアンス統括部長を経て、2011年みずほ銀行常務執行役員。

2013年 第一勧業信用組合理事長、会長を経て、2021年退任。

著書に、「よみがえる金融」、「誇りある金融」(共著)、

「リレーションシップバンキングの未来」(共著)、「人と絆の金融」
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Ⅰ 人口増加の街づくり

北海道東川町 適疎
写真文化首都宣言
独自の文化を発信

君の椅子プロジェクト
町立東川小学校、町立日本語学校

子育て支援、移住支援制度
教育、文化の町⇒若年人口の増加に
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Ⅱ 働きづらい方々の雇用

育児、介護負担のある方
シングルマザー協会など

障がい者雇用
支援団体との連携

勤務場所 在宅勤務の可能性
勤務形態、勤務時間の配慮
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シニア人材の活用

専門人材
豊富な知識、経験、スキル

広い人脈とネットワーク

柔軟で多様な働き方
副業
フレックス、短時間勤務
テレワーク
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外国人労働者の受け入れ

年々増加傾向
ネパール人材派遣会社アドバイザー

留意事項
在留資格に留意
労働環境の整備
多文化共生社会の実現

大学との連携、留学生の受け入れも
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Ⅲ DX.AIの活用

業務の自動化、効率化
経営判断、販売促進等支援
顧客接点の強化、顧客体験の向上
人材育成、従業員キャリア開発
リモートワーク、情報共有

北海道の不動産管理会社の事例
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DXとは？  ～極めて有用な道具～

企業がデジタル技術を活用して、ビジネスモデルや業務
プロセスを根本から変革し、新たな価値を生み出すこと

ITとDXの違い IT                       DX
    目的 業務効率化 ビジネス変革
範囲 特定の業務 企業全体

    視点 社内 顧客、社会

ChatGPTとは？
人間と自然な会話ができるように

設計された大規模言語モデル
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金融庁
「AIディスカッションペーパー」

チャレンジしないリスクへの警鐘
変わらないことによるリスク極めて大
競争力を失うリスク

ビジネスプロセスの見直し
AI活用事例の拡大
経営陣の主体的関与
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Ⅳ ホワイト企業

伊那食品工業
年輪経営、忘己利他、地域との共生
社員の幸せが最重要経営目標

西精工
大家族主義、チームワークと対話
毎朝１時間の朝礼

ネッツトヨタ南国
全社員が人生の勝利者となるために
お客様、地域社会に唯一無二の価値を提供
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従業員資産

従業員と会社の絆 (従業員幸福度)

従業員エンゲージメント
従業員と会社がお互いに影響し合い、共に必要な
存在として絆を深めながら、成長していく関係

人の生産性
幸せな社員は、生産性が1.3倍、創造性が3倍
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Ⅴ ローカル・ゼブラ企業

ビジネスの手法で地域課題の解決にポジティブ
に取り組み、社会的インパクトを創出する企業
社会課題解決と経済成長の両立（白黒模様）

多様な主体の協業
有機的な連携（群れで行動）

各地の地域課題解決のエコシステムの創出育成
⇒全国での地域の包摂的成長を推進
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地域中間支援機能
活動を下支え
域内外の関係者が集まる場や環境つくり
地域金融機関、地域の中核企業、地方公共団体
コミュニティー財団 等が主体として期待される

伴走支援
金融 インパクト投融資
ソーシャルインパクトボンド、企業版ふるさと納税
ブレンデッド・ファイナンス、 クラウドファンディング
コーポレートベンチャーキャピタル 等

人材 専門人材の受け入れ、バックオフィス機能、
人材や機能のシェア
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第5回

アトツギ
甲子園
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アトツギの
ファイナリスト
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地域創生
自らの価値を自覚

観光の３要素
１.自然 豊かな自然、四季

  ２.歴史、文化 文化遺産
  ３.食、酒

自社の個性、強みは？
どこを伸ばすか？
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ランチェスターの法則

弱者の戦略
局地戦、接近戦、一騎打ち戦

市場をセグメントし、資源を一点集中させ、
強者との差別化を図る

強者の戦略
広域戦、確率戦、遠隔戦

物量と価格戦略にて、効率的にビジネスを仕
掛け、市場全体で勝利することを図る
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天、地、人

天の時を読む 半歩早く
地の利を問う  自らの強みは？
人の和をつなぐ 最も大切なもの

天の時は地の利に如かず
地の利は人の和に如かず
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